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経緯 

出る杭を打つのではなく引き上げる社会へ 
頑張っている人を応援できる社会へ 

スポーツの持つ力を一般化する。 スポーツの成功をロールモデルにする。 

SNSの普及で、国民全員がメディアを持つ時代となった。 
便利である一方、いじめなどの社会問題に繋がっている。 

目的 

戦略 

スポーツ応援文化 



ＭＬＢ（野球）        ⇒５３．９％ 
 
ＮＨＬ（ホッケー）  ⇒５５．７％ 
 
ＮＦＬ（アメフト）     ⇒５７．３％ 
 
ＮＢＡ（バスケ）     ⇒６０．５％ 
 
ＭＬＳ（サッカー）  ⇒６９．１％ 

「オタクの行動経済学者、スポーツの裏側を読み解く/モスコウィッツ、ワーサイム/２０１２年」より 

〈ホームアドバンテージ〉 

野球は１９０３年〜、ＮＦＬは１９６６年〜、ＭＬＳは２００２年〜 

アメリカにおけるプロスポーツのデータ 

応援の持つ力 



バルセロナの事例（パリ・サンジェルマン戦） 

サッカーでは、サポーターのことを12番目の選手と呼んでいる 
 



日本では？ 



ホームアドバンテージが 
存在しない 

注目 

2016年シーズンのサッカーＪ１ 
ホーム・アンド・アウェーの勝敗数 

大阪 



『Oh〜⤴』という反応と『あ〜⤵』という反応とで 
全然 選手の受け止め方が違うと思う。 

2013年 
東レ・パンパシフィック・オープン 



スポーツ観戦する機会が少ない 
両親などから応援方法を学んでいない 
そもそも、どうやって応援していいのか分からない 
 
                ⬇ 
競技説明から１歩前に踏み込み、応援の仕方の説明をする 
 

原因 

応用は基本の上にしか、成り立たない 



Fencing 

東京2020に向けた今後の流れ 

Gymnastics 

Wrestling 

Artistic events for women 
Artistic events for men Floor 

Pommel horse 

Still rings 

Vault 

Parallel bars 
Horizontal bar 



Foil 

Epee 

Sabre 

東京2020に向けた今後の流れ 

Fencing 

Gymnastics 

Wrestling 



頑張っている人を妬むのではなく  
応援する社会へ 
 
その象徴にスポーツがある。 

日本人のメダル増加も大切だが 
都として国として、 
日本のファンになってもらう必要がある。 
 
そのためには、 
日本は世界のお手本になれるようにする。 

Tokyo2020 レガシー 



世界に誇れる日本のお手本 



マニフェスト 


